
国道１０３号奥入瀬渓流区間は観光道路となってい
るだけでなく、休屋・宇樽部地区の住民にとっての生
活道路としての役割を担う重要な道路です。しかし観
光シーズンになると観光バスやマイカーによる渋滞
や路上駐車が発生し、観光客が安心して散策できな
い状況にあるだけでなく、排気ガスにより奥入瀬渓流
の自然環境へ大きな負荷を与えています。

現在、迂回路となる七曲区間はつづら折りで幅も
狭く、すれ違いが困難な状況となっています。

【奥入瀬渓流エコツーリズムプロジェクト実行委員会】

県、市、NPOや地元観光協会等により設立。毎年秋に
実施しているマイカー規制により生み出される、静かな
奥入瀬渓流の自然環境を活用してウォーキングイベン
ト等を施行し、青ぶな山バイパス整備後の奥入瀬渓流
の観光振興策の検討と自然環境保全に対する意識向
上を図っています。

急勾配・急カーブの続く道路

すれ違い困難な隘路区間

迂回路

新たな交通モード
の構築

課 題 課 題

●国道１０３号青橅山バイパス事業

平成25年度に奥入瀬渓流を迂回する国道１０３号青橅山バイパスが国の直轄権限代行事業として新規
採択されたことにより、奥入瀬渓流の自然保護と利活用を両立させる抜本的な対策が可能となります。

●奥入瀬渓流利活用検討委員会
（平成２５年度～）

国道１０３号奥入瀬（青橅山）バイパス整備により、旧道区間となる
奥入瀬渓流の新たな利活用策を検討し、環境保全地域振興の先進モ
デルとそれを支える新たな交通モードを構築します。

対 策

■一般国道１０３号　青橅山バイパス(奥入瀬渓流エコロードフェスタ) 

あおもりの自然と調和し活用する道づくり
政策テーマ5

自然環境の保全

課　題
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ＮＰＯ等と連携したガイドツアー等の新たな観光
スタイルを模索しながら観光振興を目指します。
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■奥入瀬渓流エコロードフェスタ




